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１ 研究の背景と目的

6

広島県教育委員会「」令和４
年度の広島県における生徒指
導上の 諸課題の現状について



１ 研究の背景と目的

7

SC・SSWの参画

不登校等児童生徒へ
の学習支援等による
不登校の未然防止
及び 不登校等児童
生徒の社会的自立に
向けた支援の強化・
充実



１ 研究の背景と目的
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令和元年度から，
県内不登校ＳＳ
Ｒ推進校（11
校）が配置
令和6年度は42
校まで拡張



１ 研究の背景と目的
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令和３年度から，オンライン
学びプログラム・クラブ活動
令和４年度から，スクールＳ
（来室・オンライン）



１ 研究の背景と目的

小・中学校の不登校児童生徒数が過去最多が懸念
される中，校内教育支援センター・スペシャルサ
ポートルーム（ＳＳＲ）を活用し，ＳＳＷとしてど
のようなネットワークを構築・支援し，理論に基づ
いた実践（エビデンス・ベースト・プラクティス）
ができるかを明らかにすることを目的とする．
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２ 研究の方法

大塚（2022）がまとめているように，エ

ンパワメントアプローチでは，当事者の問題
を，対処能力の低さや不適応として捉えるの
ではなく，当事者の所有する資源，強さに焦
点を当てる「強さ志向の視点」を強調する．
すべての人，環境は強さ（ストレングス）や
可能性を持っていると捉える．子どもの力，
リソース，潜在性に焦点を当て，強化しよう
とアプローチする．
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• エンパワメントアプローチ
西野（2020）がまとめているように，エコ

ロジカルアプローチとは，問題は人と環境と
の不適応の交互作用にあると捉え，人と環境
のインターフェイスに焦点を当て，介入する
ことが特徴である．人は潜在的に備わってい
る力があり，環境との交互作用を通して成
長・発達するという立場をとる．問題は原因
―結果ではなく，原因が結果になり，結果が
原因にもなる円環的作用である．

• エコロジカルアプローチ

これらの理論から学び，筆者が実践してきた事例
をそれに基づき振り返ることで，成果と課題を考察
する．



３ 倫理的配慮

発表内容については，プライバシー保護
の観点から，個人・学校が特定されないよ
う修正した．なお，所属する教育委員会に
は，学会発表の許可は得た．
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４ 研究の結果 事例１ （Ａさん）

Ａさん

・Ａさんは，中1途中
から欠席が増え不登
校になる．

・両親共働きで昼間
不在，昼夜逆転生活

に陥る．

校内ネットワーク

・学校では，週1回不登校等生徒支援会議（スク
リーニング会議にもなっている）を開催

・個別のサポート計画，ＦＤＰ（Five Different 
Positions)（対人関係・メンタルヘルス・ストレ
ス耐性・思考・環境）を作成

・アセスメント→プランニング→モニタリングの
プロセスを取り入れ，短期目標・協議内容・誰が
誰に・具体的な手立て（いつ・どこで）・役割分
担に注力し，学校体制を構築

13



４ 研究の結果 事例１（Ａさん）

・ジェノグラム

（家族関係図）
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中2



４ 研究の結果 事例１ （Ａさん）

・エコマップ

（人間相関図）
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中2

担任

教育相
談Ｃｏ

ＳＳＷ

教職員

医療



４ 研究の結果 事例１ （Ａさん）

・家庭訪問（教育相談ＣｏとＳＳＷ）

・アートセラピーを取り入れて

・市美展への出品

・オンライン学びプログラム

・ＳＳＲ交流会（ハロウィン，クリスマス）
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ＳＳＲへ

学習への取組

学校内におけるネットワークの構築



４ 研究の結果 事例１ （Ａさん）

・「ＳＳＲオンライン活動」

（グーグルクラスルーム）ストリームに

作品投稿 コメントもらう

・「アートクラブ」

アートの講師役に

・県美展入選

・高校受検の自己表現でアートのことを表現
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公立高校合格

自己肯定感



４ 研究の結果 事例１ （Ａさん）

Aさん：パワーレス

パワーの発揮 エンパワメント
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自己肯定感
の向上

アート
ストレングス

高校受検
自己表現

ＯＬアート
クラブ投稿

市美展
県美展

SSR参加

オープン
スクール

ＯＬアート
クラブ講師

エンパワメントアプローチ



４ 研究の結果 事例2（Bさん）
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Bさん

• Ｂさんは，小学校低学
年から不登校で中1時
全欠だった．

• 生活保護家庭で，母は
メンタルヘルスに課題
があった．本人は，母
の服薬管理や，食事作
りをし，ヤングケア
ラーの状況だった．

校内・校外ネットワーク

• 学校では，週1回不登校等生徒支援会議
を開催 児童生徒理解・教育支援シート
作成

• 関係機関ケース会議（市教委・市社会福
祉担当課・担任・ＳＳＷ等）では，関係
機関と連携し，学校内外でのネットワー
ク構築

• 市社会福祉担当課家庭支援員（公民館等
で学習支援）や市ＳＳＷと情報共有し，
市生活支援センター（生活困窮世帯の学
習支援・毎週土曜日）と連動させ，支援
継続



４ 研究の結果 事例2（Bさん）

• ジェノグラム

（家族関係図）

中2中卒
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４ 研究の結果 事例2（Bさん）

• エコマップ（人間相関図）

中2中卒

医療

市
ＳＳＷ

生保
ｓｗ

社会福祉担当課
家庭支援員

担任 教育相談
Ｃｏ

ＳＳＷ

教職員

市生活支援
センター

30代

医療
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４ 研究の結果 事例2（Bさん）

• 週1回 不登校等生徒支援会議（校長・教頭・主幹教諭・
教育相談Ｃｏ・学年主任・生徒指導主事・養教・ＳＣ・
ＳＳＷ等）→スクリーニング会議にも

• 児童生徒理解・教育支援シート作成参画

• アセスメント→プランニング→モニタリングのプロセス

• 関係機関ケース会議（市教委・市社会福祉担当課・担
任・ＳＳＷ等）

学校内・外におけるネットワークの構築・連携
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４ 研究の結果 事例2（Bさん）

• 市社会福祉担当課家庭支援員（公民館で学習支援）との情
報共有

• 市ＳＳＷとの情報共有

• 市生活支援センターとの連動（毎週土曜日学習支援）

• 支援目標① 「ＳＳＲに参加することができる」

• 家庭訪問（担任・ＳＳＷ）

• ＳＳＷ週1家庭訪問し（昼過ぎ）話し相手になる

ＳＳＲでの学習参加

23



４ 研究の結果 事例2（Bさん）

• ＳＳＲでの学習支援

• ＳＳＲ交流会（ＳＣとの連携）等

• 学校行事（文化祭）への参加配慮

• 学校行事（職場体験）への参加配慮

• 支援目標② 「高校進学することができる」

「人生やり直したい」「高校に進学したい」
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４ 研究の結果 事例2（Bさん）
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Bさんへの働きかけ

環境の応答性を増すため

学習面は，家庭支援員や市生活
支援センターと連携することによ
り，伸びていった．必要な物品購
入においても，市生活保護ワー
カーとの連携で購入に至ることが
できた．ＳＳＲ利用者同士に関わ
ることで学習が継続し，ＳＳＲ交
流会・文化祭・職場体験への参加
につながった．職場体験では，Ｂ
さんにあった相手先を学校が開拓
した．

本人は「人生やり直したい」
「高校に進学したい」と言うよう

になった．
エコロジカルアプローチ

Ｂさんの適応能力を高める
ために

ＳＳＷが週1家庭訪問し話
し相手になった．次第にＢ
さんは，心の中を話すこと
ができるようになった．

そして，年度途中から目
標通り，ＳＳＲでの学習に
参加し始めた．

交互作用を高めるため

心理的に関わり本人の気持ち
を家族，学校、関係者に代弁し
た．学校体制を整えチームで取
り組んだ．関係機関とのネット
ワークを構築し連動しながら，
エコロジカルに関わった．

母の態度が激変し，本人の高
校進学希望を後押しするように
なった．その後，本人は公立高
校に合格し進学した．

環境への働きかけBさんと環境の接点への働きかけ

人 環境



５ 考察

事例にもあるように，不登校対応でＳＳＲを利用した
ソーシャルワークは一定の成果を得ているといえる．ソー
シャルワークの中で，問題場面だけに注目するのではなく
ストレングスに視点を当てアプローチすることで，エンパ
ワーされ前進したと考える． 

また，ＳＳＲを活用し学校内外でのネットワーク構築・
連携を基盤とし，エコロジカルアプローチを取り入れ，人
と環境のインターフェイスに関わることで，好循環が生ま
れ本人の意思決定により前進したと考える．
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５ 考察

理論に基づいた実戦（エビデンス・ベースト・プラク
ティス）が重視されている中，今後は，実践において研究
を重ね，クライエントの状況に合わせてアプローチを判断
することが大切になってくると考える．

さらに，実践の評価の目標や評価方法を検討することが
課題である．
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